
感染症定期報告感染症別文献一覧表（平成21年9月1日～平成21年12月31日）  

No．  感染症（PT）   出典   概要   

2008年9月1日－3月9日、スペイン・バルセロナにおいてA型肝炎に感染した150症例が報告された。この  
Eurosurvei‖ance       数は、前の2年の同時期と比べて3倍である。ほとんどの症例は、男性と性的関係を持つ男性（MSM）で  

l  A型肝炎             2009Apri116：  あることを報告した87名を含む、成人男性に発生した。これは、MSM集団におけるA型肝炎感染のアウ  
14（15）   トブレイクの可能性を示唆しており、感染リスクの高いコミュニティーヘのより効果的なワクチン接種プロ  

グラムの必要性を強調している。  

B型肝炎の再燃とは、非活動型もしくはB型肝炎が治癒した患者にB型肝炎ウイルス（HBV）の急激な  
増幅が起きることである。最も説明が成されている例として、B型肝炎の再燃はリンパ腫または白血病  
の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほとんど活動していないB型肝炎表面抗原（HBsAg）キヤ  

リアに起きている。通常は化学療法の間血清中HBVDNAが上昇し、化学療法中止後に免疫再構築に  

l2  B型肝炎  Hepatology2009；                      よる疾病増悪およぴHBVDNAクリアランスと続く。いくつかの無作為化プラセボ対照試験は、抗ウイル    49；S156－165  ス剤の予防投与によって再燃を防ぐことができることを示した。癌化学療法や移植を行うHBsAg陽性  
者にルーチンの予防が推奨されるが、HBsAgスクリーニングを行う患者の選定や使用する抗ウイルス  
剤の種類や期間、およびHBsAg陰性のB型肝炎治癒患者への予防など疑問はある。再燃の分子生物  
学的メカニズムや異なる患者集団における診断、治療および予防の最適化についての研究が望まれ  
る。   

HBsAg（hepatitisBsurfaceantigen）に陽性を示した供血者とHBV（hepatitisBvirus）感染者との  
HBVgenotypeを比較するため、HBsAg陽性供血者の遺伝子型を決定した。2006年10月－2007年9月の  
El本人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、1887例についてHBVの主な6genotypes（ALF）  
をEUSA（enzymelinkedimmunosorbentassay）法によって決定した。H8sAg陽性ドナーについてHBVコ  

Transfusion2009                      ア抗原に対するIgM抗体の有無の確認を行った。供血者と患者間で示されたH8Vgenotype分布におけ  

3  B型肝炎                            July；49；1314－  る有意差はC／B遺伝子型比で認められ、この比率は供血看で低く（2．0－3．9）、患者で高かった（5．3－  

1320   18，2）。また、genOtyPeBの比率は10歳代の13．8％から増加し、50歳代では42．4％であったが、genOtyPeC  
比率は10歳代の83．1％から50歳代の55．1％に減少した。HBcAgに対するIgM抗体およぴNAT（nuc［eicacid  
test）両者に陽性であるドナーでは、genOtyPeAおよぴBは男性のみであった。日本人供血者における  
HBVgenotypeの年齢特異的な分布は、B／C遺伝子型比に特徴があり、米国もしくは西欧諸国由来であ  
るHBVgenotypeAの性特異的分布は、日本人男性ドナーに観察された。   

輸血後検査におけるHBV陽性例の発生状況とその原因について全国調査を行った。2007年1－12月の  
輸血後検査におけるHBVDNAまたはHBs抗原陽性例経験の有無を問い、有経験施設には個別調査を  

日本肝臓学会大 会第13回2009；  

4  B型肝炎    A536（2009  
例、その他、分類不能の5分類に該当する症例は、それぞれ19、4、6、0、8例であり、輸血を要する治療  

October14－15）  

は、輸血前のHBs・HBc抗体検査か輸血前検体保管が必要である。   

2005年8月、カナダ血液サービスは入れ墨や耳もしくは体のピアスに対する供血延期の期間を12ケ月か  
ら6ケ月に短縮した。本研究では、この変更が血液の安全性および安定供給に及ぼす影響を評価した。  
最近の供血者40．000名を対象とし、普及率を調べた結果、入れ墨、耳、体のピアえについてそれぞれ調  

Transfusion2009；  
査回答者の13．7、53，6、10．4％であり、過去6ケ月以内の実施は最大0．7％であった。Nationa［EpidemioIogy  

5  8・C型肝炎   49；648－654  DonorDatabaseを用いて算出した供血延期期間変更前および後の感染症（TD）マーカー率は、100，000  
供血当たり21．6およぴ19．2であった。症例対照試験はTD陽性供血者とマッチした対照者間のリスク因子  
を比較して行われ、最近の入れ墨やピアスはHCVまたはHBVのリスク因子ではなかった。延期期間の  
短縮により、供血延期の件数は入れ墨で20％、ピアスで32％減少した。供血期間の短縮後、検出できる  
ほどの安全性に対する影響は少なく、血液供給においては期待効果以下ではあるが有効であった。   

河南5地区において月例の異なるブタのE型肝炎ウイルス（HEV）感染状況が調査された。月例の違い  
ChineaseJExp       （3ケ月齢以下もしくは以上）による抗体陽性率に有意差はなかったが、抗原陽性率では、3ケ月齢以下  

6  E型肝炎             C】inVirol；   の方が有意に高い陽性率であった。また、河南地区のブタのHEV陽性率は比較的高く、かつ、各地区  
2008：22：24－26  間の抗原および抗休陽性率には統計学的有意差が認められた。必要な予防措置を取り、HEVのブタ群  

における伝播と感染を減少させ、ヒトヘの拡散を防止する必要がある。   

E型肝炎ウイルス（HEV）のgenotype3は日本においては不顕性感染とされているが、重篤な肝炎を発症  
した国内8症例について、強毒性をもたらすHEVの遺伝的特徴を解析するため遺伝子配列を決定した。  

Emerglng  系統樹解析の結果、いずれも他のgenotype3とは区別され、JIO株と名付けられた国有のクラスターに  
分類された。このJ10関連ウイルスは他のHEVgenotype3とは異なる18のアミノ酸をコードしており、ま  

7  E型肝炎                  Infectious      Disease2009；15  た、JIOクラスターのヒトHEV株のほぼすべてに共通する置換はヘリカーゼ領域（V239ヰ）に位置し、  
；704－708   V239Aはgenotype4では一般的であることから、毒性の増強と関連が示唆された。また、genOtyPe3に属  

するswJ19株に感染した5匹のブタから遺伝子を解析した結果、同様にヘリカーゼにV239A置換が存在  
していたことから、JIO関連ウイルスが人獣共通であることが疑われた。   

北海道で献血者のHEV感染の実態を解析するため、2005年1月－2008年11月に北海道内の献血者  

第57回日本輸  
1，075，793名について20本プールによるHEVNATを実施した。HEV NAT陽性者は140名であり、献血時  

盲8  
血・細胞治療学  

空で4型も認められた。陽性者の約7割は献血前に動物内臓肉の喫食歴があり、陽性者の半数にはそ  
会2009；55；244  

infectionが起きていると考えられる。   
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No．  出典  概要  

米国内で輸血を介したHHV－8感染の調査を行った。供血者一受血者のペアを明確にした米国内調査を  
行うため、1970年代に登録されたTTVS（Transfusion－tranSmittedVirusesStudy）の参加者l＝HHV－8血  
清学的検査を行った。HHV－8抗体陽性率は、供血看では2．8％、受血看では7．1％、輸血されず手術を行っ  

JlnfectDis た対照患者では7．7％、カポジ肉腫のある対照患者では96．3％であった。1例の受血者はセロコンパージョ  
9  HHV－8感染   

1592－1598   た対照患者1例もセロコンバージョンした。セロコンバージョン率は、受血者が1．6（1000人一年あたり）であ  
り、輸血を受けていない手術を行った対照患者では3．6（1000人一年あたり）であった。輸血群と非輸血群  
におけるHHV－8セロコンバージョン率には統計学的な養はなく、かつ過去の集団の特徴（例：白血球除  
去施行前）は現在の輸血を介した伝播が稀であることを示している。  

2009年8月米国FDAは、ヒト免疫不全ウイルス1型（川∨－1）グループ0の感染リスクの高いドナーの管理  
に関する勧告と題した企業向けガイダンスを発表し、即時適用するよう求めた。  
A．HIV－1グループ0感染リスクの高い供血者を特定するために問診事項が改定された。以下の質問を  
供血者問診票（donorhistoryquestionnaire）のハイリスク行為についての質問に盛り込むこと。  
1・1977年以降、以下の国で生まれたかもしくは居住していたことがあるか：カルメーン、ペナン、中央アフ  
リカ共和国、チャド、コンゴ、赤道ギニア、ケニヤ、カボン、ニジェール、ナイジェリア、セネガル、トーゴ、  
ザンビア。それはいつか。  
2．1977年以降にこれらの国へ渡航歴がある場合、輸血や血液製剤による治療を受けたか。それはいつ  
か。  

FDA／CBER2009                                                   3．1977年以降にこれらの国で生まれたヒトもしくは居住していたヒトと性的接触を持ったか。それはいつ  
10  HlV か。  

brIndustry  質問のいずれかを肯定した感染の可能性のある供血者を無制限に供血延期とすること。ただし、最後  
のHlV－1グループ0の曝露から1年後に、以下Cの勧告に従って再エントリーを検討できる。  
B．HIV－1グループ0抗休の検出感度を有するとラベルのIntendenUse項に記載された、供血者スクリー  
ニング用の承認済み抗HIV－1／2テストを実施する場合、上記Aの問診を中止してもよい。  
C，HIV－1グループ0感染リスクの質問への回答に基づき供給延期とされた供給者の再エントリーについ  
て、最後の川∨－1グループ0への曝露から最低でも1年の保留期間を経た後、供給者は以下の場合、再  
エントリーしてよい。  
1．当該供血者の現在の供血時に、HIV－1グループ0抗体の検出感度を有するとラベルのIntendenUse  
項に記載された抗川∨－1／2スクリーニングテストの結果、陰性と判明し、かつ  
2．当該供血者が全ての供血着通格基準を満たしている。  

2001年以降、フランスのレファレンス研究所はHlVの遺伝子多様性を調査しており、2004年に血清検査  
でHIV陽性であった62歳の女性の血清試料（RBF168）を分析した。この血清は女性がカメルーンからパ  
リに移住した直後に採取された。女性は現在AIDSの症状はない。RBF16紬、らウイルスを分離し、ウイ  

NatureMedicine                    ルス遺伝子を解析した結果、RBF168はゴリラのサル免疫不全ウイルス（SⅣgor）と最も近縁であった。こ  
HIV  2009；15；871－  の新しいウイルスは新しいHIV－1のプロトタイプであると思われるが、HIV－1のグループ帆N，0とは異な  

872   り、グループPと命名された。RBF168株が発見される前は、川∨グループ0が最もSIVgorに近縁であった  
が、変異の大きさから現在のSIVgorから直接出現したのではなく、SIVgorのゴリラからヒトへの伝播が起  
因していると考えられた。これらの結果より、川∨の感染源としてチンパンジーに加えてゴリラが示され  
－．0  

カメルーンの女性にゴリラ種と近系であるHIV感染が検出されたとNatureMedicenに発表された。62歳  

ProM∈D－mail  のそのカメルーン女性はパリに在住しており、ルーチンのウイルス検量線で矛盾点が見つかり、詳細な  
12  HlV  解析が行われた。女性は、パリ移住前にカメルーンに住んでいたがゴリラや野生肉と接点はなく、ゴリラ  

20090803．2728                    種のキャリアである他のヒトからウイルス感染があったと考えられている。本例はチンパンジー以外の  
種から初めての確定的なHIV感染例であり、新規種の出現をモニターする必要性が高まった。  

米国において9、15およぴ39ケ月の子供3例は、臨床症状から検査が行われた結果、HⅣ感染と診断さ  
れた。2例については、母親がHIV感染者であるが、母乳は与えず、また周産期感染は否定された。3例  

13  川∨   Pediatrics2009；              日は、母親ではなく養育していた叔母がHIV感染者であった。全例とも、HIV感染者である養育者が食べ  
124；658－666  物を噛んで与えており、2例では噛み与えた大人に口腔内出血があった。EnvのC2V3C3またはgp4l  

コード領域とgagのp17コード領域を用いた系統発生解析の結果は、3例中2例は養育者の噛み与えに  
よってHⅣ感染が起きたという疫学的結論を支持した。  

名古屋医療センターにおいて、4例にHIV－2の感染が疑われた。HIV抗体陽性かつ血中H［V－1RNAコ  
ピー数が検出限度以下を示した4例（外国籍男性3例、日本国籍女性1例）の末梢血白血球より抽出した  

14  HIV   第83回日本感染 症学会総会2009  

Apri123－24；314  ことを確認し、日本国籍女性については確定診断に至らなかった。解析に成功した3例の内、1例はサブ  
タイプAJ也の2例はサブタイプ判定には至らなかった。日本風内においてもHIV－2のスクリーニングを強  
化する必要がある。  

厚生労働省研究班は2006－2007年に初めて献血した全国約119万人を対象に、HTLV－1の調査を実施  

47news．2009  した結果、3787人の感染が確認され、国内感染者数は約108万人と推計した。約20年前の前回調査の  
15  HTLV  Jun27  120万人と比べて大きな変化はなかった。研究班班長である山口一成国立感染症研究所客員研究員  

は、感染者の地域別割合の高かった九州で減少し、大都市圏（関東・中部・近畿）で増加したが、これは  
感染者が多い九州からの人の移動が背景にあると指摘した。  

CFS（ChronicFatigueSyndrome）患者の血液細胞に感染性レトロウイルスXRMV（xenotropicmurine  
1eukemiavirus－reIatedvirus）を検出した。CFSは原因不明の衰弱していく疾患で、世界中で1700万人が  
羅患していると推定されている。CFS患者の末梢血単核球を調べた結果、ヒトgammaretorovirusである  

レトロウイル  Sience2009；326：                    XMRVのDNAが、患者101例中68例（67％）に検出され、健康対照看では218例中8例（3．7％）であった。細  
16                            ス（XMRV）  585－588   胞培養の結果、患者由来のXMRVは感染性があり、ウイルスの細胞を介したおよび無細胞性感染のい  

ずれも可能性が示された。CFS患者由来の活性化PBMC、B細胞、T細胞に曝露した後、非感染初代培  
養リンパ球および指棲細胞培養系には二次感染が認められた。これらの結果は、XMRVがCFSの病原  
性における要因となる可能性を示唆した。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

中国中心部で2004－2006年の間、ブタインフル工ンザのサーベイランスが行われ、2種のH3N8インフル  
エンザウイルスがブタから分離された。この2種の分離株について8ケ所の遺伝子断片の塩基配列決定  

Archivesof  および系統発生解析を行った結果、この2つの分離株はウマ由来であり、1990年初更引こ検出されたヨー  
17  
ザ  154こ887－890  の重大な置換が認められ、一つの置換はgFycosylationsiteの欠損をおこし、二つの置換はイヌH3HAs  

こ報告があった。HAタン／くクに変異を持つウマH3N8インフルエンザウイルスの宿主範囲の拡大はヒト  
感染の可能性を示唆する。  

米国CDCはweek34（2009年8月23－29日）における国内インフルエンザ活動は増えている事を報告し  
CDCFluView       た。2009年4月中旬から8月30日までにCDCに報告のあった2009インフルエンザA（HINl）ウイルスと関連  
2008－2009   した入院数総計9，079例および死亡例593例は、前の週のそれぞれ8，糾3例およぴ556例から増加した。  

18   
ザ  Week34ending  陽性であった。また、CDCに報告されたインフルエンザAのすべてのサブタイプのうち、97％が2009インフ  

August29，2009  ルエンザA（HINりであり、新しいインフルエンザAウイルス感染1例が報告された。更に、1例のインフル  
エンザに関連した小児の死亡が報告され、2009インフルエンザA（HINl）ウイルス感染と関連していた。   

CFIA（CanadianlnspectionAgency）は米国南部やメキシコで発生したブタインフルエンザのヒト症例を報  

告してきたが、これまでの情報はウイルスのヒト間での伝播が起きていることを示しており、  

19  インフルエン   CFIA2009Ap州  
PHAC（PubJicHealthAgencyofCanada）はこの状況に対するカナダ（国家または政府）としての対応を調  

ザ  26  
整し、CFIAは要求に応じたサポートや専門知識を提供している。現時点では、カナダのブタに病気や死  
亡の増加を示す兆候はないが、CFIAは生産者、獣医師や研究所に監視を強化し、ブタの病気を報告  
するよう要請している。ブタにおける疑わしい例は獣医師、州当局もしくはCFIAに報告し、重篤なインフ  
ルエンザ様症状を呈するヒトは医療従事者に連絡するよう推奨している。   

ヨーロッパで流行しているブタインフルエンザAウイルスのM2分節の遺伝子解析の結果、全亜型  
HINl，H3N2およぴHIN2においてSerine31がasparagineに置換されているため、高い頻度でアマンタジン  

Journ∂lof  
耐性を示してることが明らかとなった。また、すべての耐性株のM分節は単一の遺伝子系統に属してい  

インフルエン  
る。1989年に初めてアマンタジン耐性株が分離され、最後にアマンダジン感受性株が分離されたのは  

20   ザ  
1987年であり、アマンタジン感受性ウイルスは変異が出現したすぐ後に耐性菌に置き換わったことを示  

Medicine2009： 90 
；900－908  

耐性を付与していることが示され、ブタおよぴヒトのコドン2，1ト18およぴ54は置換率のパターンに違いが  
認められ異なる選択性が示唆された。M分節の置換によってアマンタジン耐性が変わることおよぴ  
A／WSN／33とavian－IikeなM分節との組換えの可能性がヒトの再集合体の出現を危惧させる。   

カンザス州ライリー郡在住の子供が一般的にはヒトに感染しないブタインフルエンザH3N2ウイルスに感  

染した。他に確認された症例はなく、調査中である。H3N2ウイルスは北アメリカのブタ間で一般的に流  
KAKElOabc            行しており、4月中旬に米国で初めて検出されたブタ由来パンデミックHINlウイルスとは異なる。カンザ  

21  インフルエン                   news 2009   ス州当局は、H3N2ウイルスはパンデミックHINlウイルスとは関係していない事、およぴパンデミック  
ザ  August6   HINlウイルスの変異や組換えによるウイルスではなく、現時点では、ヒトの健康に脅威を及ぼしてはい  

ないと報告した。子供はブタとの直接の接触があり、7月末に感染したと考えられ、インフルエンザ様症  
状を呈したが完全に回復し、家族からの病気の報告はなかった。   

オーストラリアにおけるA／Hlインフルエンザニ発生日 2009年7月24日、最初の確定日 2009年7月31  
インフルエン  日、報告日 2009年7月31日、原因 インフルエンザAHlサブタイプ。2009年7月24日にNewSouth  

22   ザ   OIE2009July31                WaIes地方NewSouthWa［es中西部でインフルエンザAHlサブタイプのアウトブレイクが発生した。飼育  
頭数ブタ1950頭、発生頭数ブタ100頭、死亡例0頭であった。発生農場では全ての家畜が処分された。   

2009年7月76、カナダ政府はSaskatchewan州で新型インフルエンザ種を検出したと報告した。同州にあ  
る養豚場の2人の労働者から検出され、3例日は調査中である。PHAC（PublicHealthAgencyof  
Canada）の国立微生物研究所は、この新しい種がヒト季節性インフルエンザおよびブタインフルエンザ由  

23  インフルエン ザ  PHACNewsR elease 2009J 新型とは異なる。HealthMinisterは、予備的な結果からは公衆衛生へのリスクは低く、通常の季節性イ  
uly7  ンフルエンザワクチンを接種した国民はこの新しいインフルエンザ種にいくらか免疫があると述べた。ま  

た、カナダ当局は、WHOにこの新しいインフル工ンザウイルスの検出について通知し、カナダ政府は引  
き続き警戒し、国民に進捗について情報提供を続ける、と報告した。   

2009年6月25日、アルゼンチン ブエノスアイレスにおいてA／川Nlインフルエンザのアウトブレイクが報  

24  インフルエン ザ  ProMED－mail 20090626．2322        告された。発生日は2009年6月15日であり、最初の確定日は6月24日、報告日およぴ0IEへの報告日は     6月25日であった 。飼育頭数ブタ5586頭、発生頭数はブタ1676亘頁、死亡例0頭であった。   

アルゼンチン政府はブエノスアイレス地方の養豚場で起こったインフルエンザA／HINlのアウトブレイク  

を報告した。感染源は、2009年6月7－9日にインフルエンザ様症状を示した農場労働者であり、ヒトから  
動物に伝播した。感染したブタは2009年6月24日まで症状を呈したが、現在は回復している。総計5500  
頭を超えるブタにおいて30％が羅患し、死亡例はなかった。この報告は、「新興感染」として国内のブタ  

インフルエン  
25   ザ   20090701．2376  に関連した報告であった。EUの調査グループが行った、ヒトからの新型変異インフルエンザA（HINりウイ  

ルスに感染したブタに関する予備的検査では、nai＞ePigsに経鼻的にウイルスを接種すると、感染のト  
10日後（ピークは3－5日後）まで（口と目から）ウイルスが排泄された。経直腸的ウイルス排泄やウイル  
ス血症は認められなかった。感染していないブタを感染ブタの中に入れると、接触によりウイルスに感  
染した。感染したブタはすべて、軽症ないし中程度の臨床症状と病理学的所見を示した。   
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No．  感染症（PT）   出典  概要  

2009年7月17日、アルゼンチン政府は少なくとも1つのブタ群で新型HINlインフルエンザウイルスを検  
出したことに続き、全国的な動物衛生上の非常事態を宣言した。危機管理計画は早期検出を確実にす  

26  インフル工ン  ProMED－mail              るため、養豚場や処分施設での検査を増やす事を許可している。今月初め、州が運営するSENASA  
ザ   20090718．2557  は、ブエノスアイレス州の養豚場で労働者が動物にこの新種を持ち込んだ疑いがあると報告し、ブタが  

ヒトから感染可能であるという理論の重要性が高まった。また、その後検査された別の養豚場もウイル  
ス陽性であったと報告した。  

2009年7月31El、オーストラリアのNewsouthWales（NSW）にある養豚場でブタインフルエンザのアウトブ  
27  インフルエン  ProMED－mail        レイクを確認した。オーストラリアでブタにこのウイルスが確認された初めての例であり、政府当馬は、  
ザ   20090801．2698  恐らく、養豚場の労働者から動物に伝播したと考えている。総計280頚のブタは検疫下におかれ、厳重  

なバイオセキュリティーの措置を取ってウイルスを封じる努力をしている。  

2009年8月19日、2ケ所日となるオーストラリアの養豚場がブタインフルエンザウイルス検出により検疫  
下におかれた。政府当局は、ウイルスが変異し、強毒株となってヒトに伝播するとの心配があるため、ビ  

インフルエン  ProMED－mail              クトリア州に養豚場の封鎖を命じた。ブタのインフルエンザ感染は、ヒトヘの健鹿に影響を及ぼす問題で  
28                      ザ   20090820．2951  はなく、国内外の専門家は、ブタ肉および豚肉製品を食べても安全であると強調している。また、ブタは  

インフルエンザに程患した施設の労働者からウイルス感染があったと考えられていると、メディアは報じ  
た。  

2009年8月25日、オーストラリアのQueenslandにある養豚場は、ブタがインフルエンザAに陽性を示し、  

29  インフルエン   ProMED－m五l  
ブタインフルエンザのアウトブレイクの可能性があるため封鎖され、インフルエンザA（HINl）の確定検査  

ザ  
を実施中である。450頭のうち多くのブタがインフルエンザ様症状を呈しているとの報告後、鼻綿およぴ  

20090826．2999                    血液試料は採取された。養豚場は検疫下におかれ、厳重な′くイオセキュリティーの措置が実施されて  
いる。  

カナダ・マ土ト／く州内のブタ群で新型パンデミックHINlインフルエンザウイルスが検出された。最初に雌  
ブタ群で、次いで離乳ブタおよび肥育ブタめ家畜小屋で新型HINlの確定診断がなされた。ウイルス  

30  インフルエン   ProMED－mail  ま、感染したメスブタから生まれた子ブタに感染し、子ブタ群および肥育ブタ群に広がった。このウイル  

ザ  
スの感染を検出した群における症状はとても軽く、死亡例はなかった。最近の方針声明では、新型  

20090828．3027                          HINlと診断された農場に検疫およぴブタ処理を要求することはない。この新型ウイルスは、ブタ群で－  
般的に検出される他のインフルエンザと異なる挙動は示しておらず、動物がヒトヘのウイルス感染に顕  
著な役割を果たしている証拠はない。  

日本で採血された血焚を原料として製造された静注用グロブリン製剤（IVIG）にClassicaLSwinelnfluenza  

インフルエン  
日本ウイルス学        A（HINl）JirusおよぴInfIuenzaA（HINl）pdmvirusに反応する抗休が含まれているか調べ、ドナーが免  

31   ザ  
会第57回学術集  疫を獲得している可能性について検討した。その結果、Ⅰ∨IGにブタおよび新型ウイルスに対するHIおよ  
会1PO74   ぴNT活性がそれぞれ8倍、64倍と認められ、EI本において、ある程度の率でInf［uenzaA（HINl）pdm  

virusに反応する抗体を保有するドナーが存在すると推測された。  

2009年5月9日、厚生労働省は成田空港の検疫で、米国デトロイト発の便で帰国した大阪府内の日本人  
新型インフル エンザ  

32  

くHINl）   
May9   スの遺伝子を検査した緒果、新型インフルエンザの陽性反応が出た。国内で感染者が確言忍されたのは  

初めてである。  

英国スコットランドのScottishHealthはメキシコから帰国後入院したが回復している2例が、英国で初め  
新型インフル エンザ  

33  
（HINl）   Apri127   受診した。感染者と接触のあった22名のうち7名に軽い症状が認められたが、ブタインフルエンザは確認  

されていない。  

英国HealthProtectionAgencyは更に9人のブタインフルエンザ症例が確定され、総計27例であると報告  

新型インフル  β8CNews2009  した。HINlウイルス感染と診断された5名は7歳の児童で、学校は少なくとも7日間閉鎖される。児童の  
34  症状は比較的軽症であり、アウトブレイクの感染源は調査中である。児童と接触のあったヒトは抗ウイ  
（HINl）  May24  ルス薬投与がなされている。その他、3扱が閉鎖となっていることを含め、英国での新型インフル工ンザ  

こ関する状況が述べられている。  

カナダ当局は、2009年4月24日、メキシコから送られた51症例のヒト試料をNationalMicrobiology  

35  新型インフル  C8SNew52009 Apri124        Laboratoryにて検査した結果、16例がブタインフルエンザに陽性であったと発表した。メキシコではアウ    エンザ   トブレイクにより20名が死亡し、1004例が感染しており、WHOは緊急会議を招集する予定である。最    （HINl）   近、メキシコから帰国したカナダ人がインフルエンザ様症状を呈した例があるが、ヒトのブタインフルエン  
ザ感染を確認した例はない。  

2009年4月24日、米国CDCの発表によると、メキシコで死者も出ている呼吸器疾患のアウトブレイクが起  
きているが、その患者試料は軽症の症状を示した米国患者から分離されたブタインフルエンザと一致し  

新型インフル エンザ  
36  
（HINl）   2009Apri124  るインフルエンザタイプから構成されている。また、メキシコで流行しているウイルスは季節性インフルエ  

ンザとは異なり健康な若年成人に多く感染しており、ブタインフルエンザA／HINlはオセルタミビルおよぴ  
ザナミビルに感受性がある。  

ブタ由来インフルエンザA（HINりウイルス（S－0Ⅳ）感染に関する米国および他国における更新情報が  

CDCより報告された。2009年4月28日現在、米国では感染者総数は64例、カルフォルニア州（10）、カンザ  
ス州（2）、ニューヨーク州（45）、オハイオ州（1）およぴテキサス州（6）であった。CDCと州・地方保険局は報  

新型インフル エンザ  
37  （DispatGh）；卜3；  

の定義を示した。CDCに報告のあった年齢が既知の47例は、年齢中央値は16歳、81％が18歳以下、約  
（HINl）   

2009ApriI28  
使用を認める4つのEUA（オセルタミビル、ザナミビル、N95レスビレイターおよぴrRT－PCRブタインフル工  
ンザパネル）を公表した。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

米国CDCは2009年5月1日から8月20日に2009／iンデミックインフルエンザA（HINl）感染が確認され死  
亡した77例の米国人患者の肺組織を検査し、肺炎を引き起こす細菌重感染について調査した。77例中  
22例で重感染の根拠が認められ、そのうち10例からStreptococcuspneumoniaeが検出された。22例中  

新型インフル エン  
2009：58：1071－  

い亨8 毒   ザ （HINl）   10了4  
機関を受診しており、8例が入院した。これらの結果から、2009パンデミックインフルエンザA（HINl）感染  
の死亡例には細菌性肺感染が発現しており、肺炎球菌性肺炎のリスクが高い患者への肺炎球菌ワク  
テン接種およぴインフルエンザ患者の細菌性肺炎を早期発見することの両方の重要性を強調してい  
る。   

世界各国における新型インフルエンザA（HINl）ウイルス感染の更新情報をCDCが報告した。2009年5月  
6日現在、総計21カ国において1882例の新型インフルエンザA（HINl）ウイルス感染が確認された。4月  

新型インフル  
29日にWHOはパンデミック警戒レベルをフ工一ズ4から5へ引き上げ、少なくとも2カ国ではヒトヒト間に  
おけるウイルスの感染が起きている。メキシコでは、11．932例の疑い症例、949例の確定症例が報告さ  

453－458；2009 Ma8                      れ、うち42例は死亡に至った。米国では、5月6日現在、642確定症例および845疑い症例（probable  
い9   エンザ （HINり   

y  cases）が43州から報告された。他国においては、4月26日に、米国およぴメキシコを除いて最初に新型  

インフルエンザA（HINl）感染が報告されたのはカナダであった。5月6日現在、WHOはメキシコおよぴア  
メリカを除く21カ国において309例の確定症例を報告した。   

2009年4－5月、米国で新型インフルエンザA（HINl）ウイルスに感染した妊婦3例について、CDCは症例  
新型インフル  CDC／MMWR58       経過を報告した。5月10日までに米国内で新型インフルエンザA（HINl）に感染した妊婦は20例に上っ  

（Dispatch）；卜3；  た。データとして使用可能な13例の年齢中央値は26歳で、3例が入院し、うち1例は死亡した。妊婦が新  

i40              エンザ       （HINl）   

2009May12  型インフルエンザA（HINl）ウイルスに感染した場合には抗ウイルス薬を5日間服用する。望ましい治療  
薬はオセルタミビルであり、発症してから48時間以内の服用が望ましい。   

米国ミシガン州では2009年4月26日以降、新型インフルエンザの感染が州全域で広がり、6月18日現  
在、疑いもしくは確定患者は655例であった。5月26日－6月18日において、ARDSを発症し、高度専門医  

新型インフル  CDC／MMWR            療ICUに入院した患者で、新型インフルエンザA（HINl）の感染が確認されたミシガン州内10例の臨床的  
41                   エンザ   2009；58；749－  特徴について概要が報告された。10例は5月22日～6月13日に発症し、年齢中央値は46歳（2ト53歳）で  

（ト‖Nl）   752   あった。10例中2例は肥満、7例が極度の肥満であり、5例が肺塞栓症、9例が多臓器不全を煩い、3例は  
発症から17－30日後に死亡に至った。10人とも肺の損傷が大きいため高性能人工換気を必要とした。こ  
れらの症例の肥満率の高さは合併症のリスク因子として注目すべきである。   

2009年5月28日、DallasCountyDepartmentofHealthandHumanServices（DCHHS）は5月18－28日に、  
ダラス郡（County）内で入院した、新型インフル工ンザA感染に関連した神経系の合併症を伴う4例の小  

新型インフル  
児についてCDCに報告した。これまで季節性インフルエンザの気道感染に関連した神経系の合併症は  

42  

報告されているが、新型インフルエンザに関しては報告がない。患者は7，10，11およぴ17歳であり、1U  

（HINl）   2009；58；773－ 7了8                      （influenza－1ikeilIness：インフル工ンザ様症状）の症状と疫攣もしくは精神状態の変化のため入院し、3例     に脳波に常がめられた 
異認。また、4例すべてに新型インフルエンザA（HINl）ウイルスRNAが鼻咽頭検  

査では認められ、脳脊髄漬からは認められなかった。4例すべては回復し、神経学的後遺症はなかっ  

豪 u  

た。  

2009年6月29日、ケニアでパンデミックHINl感染の初症例が確認された。当時、サハラアフリカでは4力  
新型インフル  

くJ  
国内ヘウイルスを持込んだ4つの個別グループを見つけた。この輸入感染は、抗ウイルス薬の使用が  

（HINl）   2009；58；1143－ 1146  
め、この4グループの輸入感染状況についてまとめた。また、HINl確定症例の家族間二次感染の割合  
は26％となり、季節性インフルエンザの場合と同程度であった。   

2009年9月22日、米国CDCは2009－2010におけるインフルエンザ治療と予防のための抗ウイルス薬の処  
方に関して臨床医に向けて追加ガイダンスを提供するために推奨案を更新した。原則、この時期の抗ウ  
イルス薬の優先使用は、引き続きインフルエンザで入院したヒトおよぴインフルエンザに関連した合併症  
のリスクが高いヒトであり、推奨実について最初の概要を2009年5月6日に示し、9月8日に改訂した。今  

新型インフル   回の文書は以下の目的で更新された。  
44   エンザ  

September22  1．臨床医に向け、合併症のリスクや乳幼児への治療についての追加内容と助言を提供する。  
（HINl）   

2．神経筋および神経認知障害のある患者はインフルエンザに関連した合併症のリスクが高まるが、そう  
した障害と関連が示唆される身体的疾患についての詳細情報を提供する。  
3．用量計量器における測定単位および調剤指導が適正である事を確実にするために、タミフル経口用  
懸濁剤の包装にある経口投与ディスペンサーに関する情報を提供する。   

カナダPHAC（PubIicHealthAgencyofCanada）によるパンデミック（HINl）ウイルスの監視と疫学調査の  
週間報告である。2009年7月19－25日の週は、全体のインフルエンザ活動はこの週ではわずかに減少  
し、IU診察の割合および長期入院施設におけるアウトブレイク数は先週に比べて低かった。また、インフ  

新型インフル  CCDRWeekLy 2009：2：30  

45  
（り1Nl）  

FIuWatch  
ところ、入院総数は1．271例であり、219例はICUに入院した。今週、8例の死亡が報告され、パンデミック  

（Week29）  
が起こって以来死亡総数は57例となった。入院のピークを示す期間は、6月の最初の3週間であった。ま  
た、入院症例全数の約90％および死亡症例の85別ま4州（QC．ON，M8，AB）から報告されている。感染し  
た女性、年齢中央値および基礎疾患を呈する症例の割合は、病気の重症度に伴い増加している。カナ  
ダで最初であるオセルタミビル耐性症例は7月21日にQuebecで報告された。   
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No．  感染症（PT）   出典  概要  

カナダPHAC（PublicHeaIthAgencyofCanada）によるパンデミック（HINl）ウイルスの監視と疫学調査の  
週間報告である。2009年7月26日・8月1日の遇は、全体のインフルエンザ活動は前の過より低く、新た  
こ発生したアウトブレイクはなく、Iu（influenza－［ike‖ness）診察の割合も低かった。しかし、インフルエン  

46  新型インフル  CCDRweekly 2009；2；31 FIuWatch （Week30）                  エンザ   ザ検査で陽性を示した割合は若干増加した。今週、3例の死亡が報告され、パンデミックが起こって以来    （HINl）   死亡総数は60例となった。感染した女性、年齢中央値および基礎疾患を呈する症例の割合は、病気の      重症度に伴い増加した 
。15歳以下の症例は、高い入院割合を示したが、1歳以下の子供を除いて低い  

死亡率であった。65歳以上の大人は低い入院率であるが、比較的高い死亡率であった。  

カナダPHAC（PublicHeaIthAgencyofCanada）によるパンデミック（HINl）ウイルスの監視と疫学調査の  
週間報告である。2009年8月23－29日の過は、全体のインフルエンザ活動の傾向は先週と比べてわずか  
こ減少し、IU診察の割合は一年のこの時期に予想される範囲内である。パンデミック（HINl）2009のピー  

新型インフル  CCDRWeek［y 009 

47  
（HINl）  

2；2；35 FluWatch （Week34）  

（HINl）2009の勢いは低く、入院数13例および死亡1例である。2009年8月29日現在、入院総数は1，454  
例、283例は1CUに入院し、パンデミックが起こって以来死亡総数は72例となった。また、パンデミック  
（HINl）2009は全州および準州に広がったが、これまで入院症例の約90％および死亡症例の85％以上は4  
州（AB．M8，ON，QC）から報告されている。2歳以下の子供、妊娠女性、疾患のある65歳以下の人およ  
び先住民は、入院する割合が高くまた重症化するリスクが大きい。  毒  

フランスInVSは、2009年7月16日までに報告され、パンデミックHINlインフルエンザと関連のある死亡  
574例を用いて疫学調査を行った。2009年7月16日現在の報告症例数に対する、報告された死亡数の  
割合を示すr計算値CFRJは0．6％であり、国によって0．1r5．1％の開きがあった。パンデミックHINlインフル  

新型インフル エンザ  
48  

2009；14；ト6  おいて死亡が多かった。妊娠女性は16例であったが、死亡した女性の10％であり、死亡した20－39歳の  
（HINl）   

30％であった。基礎疾患の有無が判明している241例のうち、90捌こ基礎疾患があり、2つのリスクファク  
ター、妊娠とメタポリツク症候群が特に重要であると考察された（これまでの季節性インフルエンザではリ  
スクファクターとは見なされなかった肥満を含んでいる）。  

い ◆  
2009年5月から6月における日本のインフルエンザA（HINl）感染に関する疫学的な特徴がまとめられ  

た。日本の16の都道府県から、インフルエンザA型（HINl）ウイルス確定症例が合計401例報告された。  
新型インフル エンザ  

l  

49  
2009；14；19244  6月4日までにこの2県で357例の感染が報告され、64％が15－19歳、10％が10－14歳であり、60鼓以上は1％  

（HINl）   
であった。2009年6月4日現在、重症患者および死亡例の報告はなく、インフルエンザA（HINl）に感染し  

i  

た患者の病状の程度は季節性インフルエンザと同程度であった。  

2009年3月24日－4月29日、入院821例および死亡100例を含む計2．155例の重症肺炎がメキシコ保健  
省（MexicanMinisrtyofHeaIth）に報告された。この期間に8．817例の鼻咽頭検休が検査され、うち2，582  
例がS－0Ⅰ∨楊性であった。患者の死亡率と羅患率における年齢の変化を検討する目的で、重症肺炎と  
して報告された患者の年齢分布を最近のインフルエンザ流行期間と比較した。調査期間中、死亡例の  

新型インフル エン  
50   ザ  2009；361；674－  

（HINり   679  
まそれぞれ平均17％．32％であった。今回の流行の特徴として、若年集団の感染がオフシ丁ズに流行し  
ており、過去のインフルエンザパンデミックと似ている。インフルエンザパンデミツの初期には重症肺炎  
の発症率が急上昇し、そうした病気のある患者の年齢分布に変化があった。これは過去のパンデミック  
を連想させ、1957年パンデミック以前の小児期にHINl株に曝霹された人々は比較的防御されている   

k  

事を示唆した。   
l  l  

新型インフル  
カナダにおけるA／HINlインフルエンザ：発生日 2009年4月21日、最初の確定日 2009年5月1日、報告  

51   エンザ  
E12009年5月2日、原因 新型A／HIN12009インフルエンザウイルス。2009年4月21日にALBERTA  

（HINl）   
0IE2009May5                 Clearwater州でA／HINlインフルエンザのアウトブレイクが発生した。飼育頭数ブタ3013頭、発生頭数ブ  

タ450頭、死亡例0頭であった。発生農場では全ての家畜が処分された。  

新型インフル  
アルゼンチンにおけるA／HINlインフルエンザ：発生日 2009年6月15日、最初の確定日 2009年6月24  

52   エンザ  
日、報告日 2009年7月8日、原因 新型A／HN12009インフルエンザウイルス。2009年6月29日に  

（HINl）   
01E2009July9                  BUENOSAIRESCanuelasCanuelasでA／HINlインフルエンザのアウトブレイクが発生した。飼育頭数ブ  

タ6104頭、発生頭数ブタ1632頭、死亡例0頭であった。発生農場では全ての家畜が処分された。  

2009年5月、中国のブタにおけるHlウイルスの多様性についての報告である。過去10年、中国のブタで  
流行しているインフルエンザウイルスのほとんどはHINl（hl．3．2もしくは古典型）およぴH3N2（h3．1．5）ブタ  
インフルエンザウイルスであった。2003年以降、H9N2トリインフルエンザウイルスがブタから、また、ヒト  

新型インフル エ  
53   ンザ  

20090506．1695  トのリアソータントが出現し、2004年以降、リアソータントHIN2ブタインフルエンザウイルスが検出されて  
（HINl）   

いる。現在、ヒトで流行しているA（HINl）ブタインフルエンザは、これまでに中国内では確認されていない  
が、ブタにおける監視が必要である。また、この記事ではHlウイルスを検出し区別するためのプライ  
マーを提案している。  

2009年5月11日－25日、中国本土で報告のあったヒトA型に感染した12症例の疫学調査である。全例が  
国際便（アメリカ・カナダ・オーストラリア）を利用した輸入例であり、7例は感染確認前に国内で移動して  

新型インフル  ProMED－ma“  
いた。年齢は2歳から69歳、10例が男性であった。2例のみが飛行場の体温スキャンによって感染を疑  

54  われ、残りは目的地到着後に症状を呈した。確認が報告されたのは、目的地飛行場到着後1－6日であ  
（HINl）  20090526．1962  

輸入例を防げず、また、7例は感染確認前に国内移動をしており、症状を呈するまでに日数を要した事  
も考慮すると、他の人への感染や国内でのアウトブレイクの可能性は極めて高いと報告された。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

新型インフル  ProMED－maiI  2009年6月5日、アジアにおけるインフルエンザA（HINl）感染が確定された症例数の報告である。タイニ7  
55  20090608．2117  
（HINl）  例、シンガポールニ12例であった。   

2009年6月12日までに中国本土で確認されたヒトA（HINl）感染120症例の疫学調査である。104例が輸  
入例であり、国内感染14例のうち感染源が未知な例は2例であった。輸入例は北米・オーストラリア以外  

i56  新型インフル エンザ （HINl）  ProMED－mair            に、イエメン・ベネズエラ・フィリピン・アルゼンチン・日本からであった。輸入例104例のうち5例のみが他    20090616，2221  へ感染を広め、これが感染源既知の国内感染症例である。増幅率は0．2以下であり、北アメリカの報告     より低かったのは 
、これまで行ってきた措置の結果である。120全例がインフルエンザ様症状を呈した  

が、重症例は認められず、15例は空港での検温で、2例は列車での検疫で発見された。   

2009年6月29日、ロッシュ社はデンマークにおいてHINlインフルエンザに感染した患者がタミフル治療  
こ抵抗性を示した事を報告した。ブタインフルエンザでは初症例であるこHINlのタミフル耐性株が蔓延  

新型インフル エ  
57   ンザ  

（HINl）   
20090630．2359  ま対照的である。英国HPA（HealthProtectionAgency）においても新型インフル工ンザのアウトブレイク  

当初から抗ウイルス薬耐性株の監視を行っているが、英国での定型調査では、オセルタミビルもしくは  
ザナミビル耐性は検出されていない。   

WHOに報告のあった各国のインフルエンザ／くンデミック（HINl）2009の感染者数の更新情報である。  
新型インフル  ProMED－mail  2009年5月1日－7月6日にWHOに報告のあった累積症例数（および死亡例があった場合は死亡数）およ  

58  ぴ2009年7月21日現在、ECDC（EuropeanCentreforDiseasePrevensionandControI〉によってまとめら  
（HINl）  20090722．2599  

4275症例であり、死亡例はなかった。   

新型インフルエンザA（HINl）の抗原的及び遺伝的特徴について示している。2009年4月に特定された  
2009A（HINりウイルスは直近の系統との間に類似性が無く、長期間検出されずに循環していた。また、  

新型インフル 工  
59   ンザ  

325：197   
（HINl）   

れた。ヒトヘの順応を予測する分子マーカーは、現在存在しておらず、未知の分子決定因子がヒトヘの  
伝播を果たしてきた。抗原的l＝は、北米ブタA（HINl）ウイルスと類似し、季節性ヒトA（HINl）とは区別さ  
れる。   

現在のHINlブタインフルエンザの発生のルーツは、1918年にアイオワ州で行われた豚の品評会Cedar  
RapidsSwineShowでブタを発病させた病気にあると、ピッツバーグ大学大学院公衆衛生の感染症の専  

新型インフル エン  
60   ザ  

2009 July 5 復活した過程を経ている。HINlインフルエンザウイルスはその経てきた歴史を通して伝播の可能性を  
（HINl）   

示しており、また、インフルエンザウイルスの出現と変革の歴史に関する研究は、一般的なパターンを示  
し、我々が可能な限り準備するために必要な情報となる。   

米国のARS（Agricaultura）ResearchService）は2009HINlインフルエンザウイルスに関する最近の研究  
結果を公開した。米国産ブタ群が新型ブタ由来（S／0）HINlインフルエンザウイルスに感染するかを調べ  

新型インフル エ  
61   ンザ  

M∂y30   
（HINl）   

を採取し、検査した結果、新型S／OHNlインフルエンザウイルスに対する交差性には限界があり、既に  
米国内で流行しているブタインフルエンザウイルスによって惹起された免疫は現在ヒトの間で流行して  
いる新型S／OHINlインフル工ンザウイルスからブタを守ることはないことが示唆された。   

1）2009年4月24日、米国政府は国内でブタインフルエンザA／HINlに感染したヒト7例の確定症例およぴ  

l）WHODisease  
9例の疑い症例を報告した。確定された7例全例は軽度のIu（lnfIuenza－LikeIIIness）を呈し、1例が短期  

Outbreak News 
入院し、死亡例はなかった。メキシコ連邦区では3月18日から症例を取り上げた監視を始め、4月23日現  
在、首都では854例を超える肺炎例が報告され、うち59例が死亡した。メキシコ人症例のうち、18例は力  

新型インフル   
62   エンザ  

（HINl）  2）WHOSwine influenza－  
り、これらIU症例のリスク把握に努める。  

update32009  
Apri127  

た。死亡例はなかった。メキシコでは26確定症例を報告し、うち7例は死亡例であった。カナダは6症例を  
報告したが死亡例はなく、スペインは1例で死亡例はなかった。   

2009年4月26日現在、米国政府はブタインフルエンザA／HINl感染を確認した20症例を報告した。全20  
新型インフル エ  

63   ンザ  
（HINl）   Apri126   ンザA／HINl感染を確認した18症例を報告した。WHOとGOARN（Globa10utbreakA［ertandResponse  

Network）はメキシコ当局に協力するため専門家を派遣した。   

64  新型インフル  WHO／EPR2009 M 
（HINl）  

May 14 む）、カナダは389症例（死亡症例1例を含む）、コスダノカは8症例（死亡症例1例を含む）であった。   
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N0．  感染症（PT）   出典   概要   

WHOは2回目のパンデミックの到来に備えるよう、北半球の各国に注意喚起している。HINlパンデミツ  
クウイルスは世界のほとんどの地域で最も主要なインフルエンザ種であり、パンデミックは今後も感染  
集団を介して続くであろう。ウイルスが強毒化する変異の兆候はなく、臨床症状はすべての国で概ね－  

新型インフル  WHO2009  致しており、ほとんどが軽度であるが、2回目のパンデミックでは更に多くのヒトが羅患する可能性があ  
65  
（HINl）  August28  

る。パンデミックでは比較的若年者が感染し、重症および死亡症例の大半が50歳以下の成人である  
が、季節性インフルエンザでは約90％が65歳以上である。また、若者や健康者にも重度の呼吸器疾患  
を起こす辛があり、ICUでの治療が必要となる。妊娠中や呼吸器疾患、重いぜん息、心臓血管障害、糖  
尿病および免疫不全などの疾患は重症化および死亡のリスクを高くしており、また、少数民族や先住民  
族は入院や死亡のリスクが4－5倍高いとの報告もある。  

66  新型インフル  WHO2009June 皿  2009年6月11日、WHO事務局長MargaretChan博士は声明を発表した。WHOはインフル工ンザ／iンデ    エンザ   ミックの警戒レベルをフェーズ5から6に引き上げ、世界は2009インフルエンザパンデミックの始まりにあ    （HINl）   る 
。各国は高い警戒態勢を維持し、感染防御の実施などについて協力するよう呼びかけた。  

WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新しており、2009年10月4日現在、WHOに報告さ  l  

れたパンデミックインフルエンザ（HINl）2009の確定症例は375，000例、死亡例は4，500例であった。多くの  
国では個別症例を数えるのを止めており、症例数は実際に発症した数より顕著に低い。北半球の温暖  】  

な地域では、インフルエンザウイルスの伝播およぴIUの割合は増加し続けており、アメリカおよぴアジア  
新型インフル  WHO2009  の熱帯地域ではインフルエンザの伝播は続いているが、インフルエンザ活性は可変的であり、また、南  

67  
（HINl）  

October9  
部および南アジアの多くの地域では、インフルエンザの伝播はゆっくりと低下している。一方、南半球の  
温暖な地域では、インフルエンザの伝播は大きく低下している。GISN（GlobaIInfIuenzaSurveillance  
Network）は抗ウイルス薬オセルタミビルに耐性を示すHINlウイルス／iンデミックウイルスの散発的な事  
例の検出を続けており、今日までに、（10，000以上の臨床サンプルのうち）31の耐性株が世界中で検出  
された。すべてのウイルスが同じH275Y変異を示し、この変異が抗ウイルス薬オセルタミビルに耐性をも  
たらし、ザナミビルには影響はない。  

WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新し、2009年11月15日現在、WHOl＝は206を超  

新型インフル   
える国からパンデミックインフルエンザ（HINl）2009の確定症例の報告があり、死亡例は6，860を超えてい  
る。感染状況は、北半球の温暖地域では冬季インフルエンザが早期に到来し、北アメリカおよぴヨ一口ツ  

68   エンザ  
November20  パの多くの国で増大が続いているが、北半球のある地域では疾病の活動期がピークを迎えている兆し  

（HINl）   
がある。その他、感染状況につき、米国、ヨーロッパ、中央および西アジア、東アジアおよぴアメリカおよ  
ぴアジアの熱帯地域について報告された。なお、南半球の温暖地域ではほとんど報告はない。  名  

オーストラリアの研究グループは新型AINlウイルスに感染し重症となった妊婦では、ウイルスと戦い、  
新型インフル  TheCanadian        体がワクチンに反応する助けとなる、特定の抗休が低値である事を発見した。ICUで治療中のブタインフ  

69                エンザ   Press2009   ル工ンザ感染患者すべての抗体レベルを個々のサブタイプまで調べた結果、IgG2のレベルが低値で  

（HINl）   September16  あった。妊娠女性についてのみ調べた結果であるが、このIgG2欠損が、ほとんどの人はインフルエンザ  
症状のみで治癒するが少数例は危篤となる理由が説明できる可能性がある。  

新型ブタインフルエンザパンデミックはメキシコの農場で発生した説が一般的だが、federalagriculture  
新型インフル  TheNeレYork        まアジアの豚で発生し、人により北米に運ばれたと考えている。しかしそれを証明する方法はなく、ま  

70                エンザ   Times2009June  た、それを支持するには中途半端なデータのみである。ユーラシアと北米の遺伝子が組み合わさった新  
（州Nl）   24   型ウイルスが北米の豚で流行した証拠はなく、一方非常に関連のある「姉妹ウイルス」がテジアで流行  

した証拠がある。  

メキシコ当局は、ブタインフルエンザによると疑われる死者は149名に増えており、状況は確実に悪化し  
ているため、全国的な学校閉鎖や国内での公な集会を広く制限する決定を促していると概説した。当局   

新型インフル  TheWashinton  
71  Post2009April  

t  

（HINl）  28   こ時間がかかっている。また当局は最初の死亡例は、Oaxacaで39歳の女性が死亡した4月13日であっ  
たと確認したが、他の症例についても可能性が考えられている。その他、メキシコにおける新型インフル  
エンザに関する状況が述べられている。  

メキシコでの多くの死亡例はこれまでにないブタインフルエンザ種によるとの疑いから、当局は首都での  

新型インフル  YahooNews2009  
公共機関の閉鎖を行った。この新しいウイルスは、ブタ・トリ・ヒトの遺伝子から成り、米国のテキサスお  

72  
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よびカリフォルニア州で8人に感染した。WHOはパンデミック警戒レベルを引き上げるか旅行注意喚起を  
（HINl）  発表するかを協議するため専門委員会を招集した。その他、メキシコ政府の対応やCDCの発表内容な  

どが報道された。  

2009年4月26日、カナダはブタインフルエンザのヒト感染例が確認された3番目の国となり、世界のパン  
新型インフル  YahooNews2009        デミック警戒レベルの引き上げが検討されている ニュージーランドからスペインに首る 国 疑いのあ    エンザ  

E  
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（HINl）   
Apri126  る症例を報告し、北アメリカへの渡航を警告した国や検疫の立案、豚肉輸入の規制強化および渡航者   

の発熱検査をおこなった国もある。その他、WHOの報告内容や各国の感染状況などが報道された。   
l  

2009年5月9日、厚生労働省は各都道府県、政令市および特別区の新型インフルエンザ担当部宛に新  
新型インフル  厚生労働省 事        型インフルエンザ患者の発生に関わる対応について事務連絡を通達した。5月8日に米国デトロイト経由  

74                 エンザ   務連絡 2009  で帰国した3名に新型インフルエンザウイルスが検出されたが、入園前に確認されたため「新型インフル  

（HINl）   May9   エンザ対策行動計画」における第2段階にはあたらない。現時点で体制整備を図る5つの事項について  
明示した。  

2009年8月4日、厚生労働省は報道関係者に大阪府より感染症法に基づく急性脳炎としての届出がなさ  
新型インフル エ  
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（HINl）   2009August4  
子、豊中市在住）は急性脳炎（インフルエンザ脳炎）を発症したが、4日には脳炎の症状は残存するもの  
の、解熱し、回復に向かった。   
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